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結 び 目 (表紙の説明)

3次元ユークリッド空間の中の, 自分自身と交わらない閉じた曲線を結び目といいます。主

に滑らかな結び目を考えるのが普通です。ひとつの結び目を平面上の図で描くと, どうしても

曲線が上下に立体交差している所 (2重点)を描かなくてはならないのが普通ですが,そのよ

うな 2重点を出来るだけ少くなるように描いたときの 2重点の個数を,その結び目の交又数と

呼ぶことにします。

表紙の図は,交又数が10で あるような ｀素な″結び目を全部分類した表です。御覧のように

165個 あります。ただし, ｀素な″結び目とは,次のように定義されます。ひとつの ひ`も″

の上にひとつの結び目 Klをつくり,同 じひもの上で,い ま作った結び目のとなりに別の結び

目 K2をつくり,全体として ひ`とつの″結び目と考えたとき,それを Klと K2の合成と呼

びます。合成になっていr■
‐
ぃ結び目が

｀
素な
″
結び日です。

結び目の分類は,前世紀後半にP.G.Tait氏 (物理学者)及びC.N.L ittle氏 により大

きな表 (交又数 11以下)が作られましたが,彼等の方法は ｀経験的″で,重複や遺漏があり

ました。 (と くに Little氏のもの。)

表紙の図は,K.A.Perko氏 によって発表されたもので,その後約 100年間の進歩によっ
てなしとげられた理論的に完全な表です。 1974年 のことです。現在は交又数 11以下のも
のが数えられていてその数は550個 であろうと推定されています。

結び目の分類はキ リのない仕事ですが,こ のような結び目が存在するという数学的事実が,

3次元 , 4次元の多様体論を難しいものにしているわけで,数学の世界も理論的に美しい世界

ばかりが拡がっているのではないことがわかります。

(図は,PrOc,A,M.S.45(1974)pp 265～ 266よ り。結び目の番号は,123番 ま
では Tait氏の表の番号づけ。)
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